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は怪鳥を表現する。前 5世紀（巽 2005: 37 参照）。
4. 山地アルタイ、パジリク1号墓
円形。中央部が半球状に突出。三日月形、アーモンド形








7. 内蒙古、呼魯斯太 2 号墓
青銅製。アーモンド形を呈し、上部に半球形の突出部が
ある。同形のものが 6 点出土。長さ5.3cm。
















長さ 41.4cm。前 4 世紀（巽 2005: 37 参照）。
12. 中国、陝西省西安市張家坡 183 号墓
青銅製。全体的に細長く、上部に獣面を表現する。長さ
cm。前 10 世紀（巽 2005 参照）。
13. 北京市房山区瑠璃河 1193 号墓






































　かつては、漢代の馬面（e. g. No. 16）の源流が、遠く
黒海北岸のスキタイのそれに求められた（江上ほか1934; 
駒井1936; 相馬1977）。しかし、最近、中国における
西周以来の独自の発展を重視する説が発表された（巽
2005）。
　発表者は、草原地帯の東西で馬面に大きな相違が見ら
れることから、後者により説得力ありと考えている。さら
に、草原地帯からの影響の有無を言うならば、満城漢墓
出土例（No. 15）などよりもむしろ、アーモンド形を呈す
るもの（Nos. 14-15）が重要である、と考える。なぜなら、
同様の馬面が、草原地帯の東部に見られるからである（Nos. 
4-8）。
　草原地帯東部におけるアーモンド形馬面は、前 4-2 世
紀の間に位置づけられる。同様のものが、中国（Nos. 
14-15）で前 3 世紀以降に出現するとすれば、草原地帯
東部から中国への伝播を想定しても矛盾はなかろう。
　また、洛荘漢墓出土例（No. 15）に表現された紋様に
も注目したい。このように後脚を捻った有角怪獣は、山地
アルタイのパジリク2 号墓の被葬者がしていた入れ墨の
怪獣紋様と似たものである。すなわち、草原的かつ非中
国的な紋様である。そうした紋様の存在は、馬面自体の
外来性を示すものであろう。
　さらに、趙の武霊王による「胡服騎射」の導入に関連
するものであろうが、戦国時代末の中国における馬文化に、
草原地帯の要素が見られることにも注目したい。例えば、
始皇帝陵の銅車馬の馬に見られる鬣の処理である。鬣
は全体が刈り込まれているが、一部が長く残されている。
同様の処理は、パジリク5 号墓出土の壁掛けや、ピョー
トル・コレクションの帯飾板、南ウラルのフィリポフカ出
土の木製容器装飾板に表現された馬に見られ、草原地帯
ではかなり広く行われていたものである。また、始皇帝陵
出土の馬俑には鞍を付けたものがあるが、その鞍も、や
はり草原地帯出土の実物（e. g. パジリク1号墓）や、ピョー
トル・コレクションの帯飾板に見られるものとよく似ている。
　以上のように、両者の年代、馬面に見られる外来性、
図 2　中国の馬面
草原地帯に連なる馬文化を考慮すれば、秦から前漢初め
頃のアーモンド形を呈する馬面も、草原地帯の東部からの
影響とみなすことができよう。さらに、そこから発展して、
細長い逆三角形の馬面（No. 16）が生まれたと考えたい。
まとめ
　草原地帯の馬面は、東西で様相が大きく異なる。その
ため、中国の馬面に対する中国外の影響を問題にするな
らば、遠く離れたスキタイのものよりも、むしろ近接する
草原地帯東部の事例をまず参照すべきである。そのよう
な観点から、秦漢時代の馬面の起源を考えてみれば、アー
モンド形を呈するものの中に草原地帯東部の馬面の影響
を見て取ることができる。
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